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この度取締役常勤監査等委員に就任しました犬賀昌人で
す。お二人の社外取締役（監査等委員）と力をあわせて、監査を
通してガバナンスの強化と企業価値の向上に全力で取り組ん
でまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。
１つ目のガバナンスの強化につきましては、組織と仕組みを活
用した監査を実施し、リスクアプローチにより監査の実質化を
図ってまいります。組織の隅々で起こっている事象を拾い上げ、
新しく当社グループに加わった会社や日本から地理的に遠い拠
点であっても目の届く監査体制を構築したいと考えております。
２つ目の企業価値の向上は一見、監査とは縁遠い印象があ
りますが、取締役会の一員として中長期的な事業成長の議論
に積極的に参画し、「2023中期経営計画」の進捗確認はもち
ろんですが、新紙幣発行後をにらんだ次期中期経営計画が非
常に重要であるとの認識の下、その策定にも強い関心をもっ
て臨みたいと考えております。特に、ここ数年で行ったM&A案
件の評価をしっかり行い、新たな戦略投資の成功確率を高め
ていくこと、そして事業ポートフォリオマネジメントの運用によ
る事業の見極めと経営資源の配分が適切に実施されているか
を注視したいと考えています。また、サステナビリティ経営とい
う観点において、SDGsへの取り組みを強化していく必要があ
りますが、気候変動や人的資本など非財務的な施策への取り
組みの遅れが会社にとって大きなリスクになることを念頭に、
推進の後押しをしていきたいと考えています。
当社グループはまだまだ潜在力があり、今後も成長できると
思います。取締役(常勤監査等委員)という立場からリスクを
未然に防ぎながら会社の成長に寄与できるよう精一杯務めて
まいります。

振り返ると、2023年3月期は部材の調達難や価格高騰、サ
プライチェーンの混乱等、当社グループにとって厳しい環境変
化の影響を受けた1年でした。2024年3月期は2024年7月の
新紙幣の発行に向けて、通貨流通インフラを支える企業として
の社会的使命を果たすことで、当社グループの企業価値がさ
らに向上することを期待しています。
本年度も引き続き、監査等委員として、当社グループの持続
的な成長と中長期的な企業価値の向上という目的達成に向け
て、経営上の意思決定が適切に行われているかを監査してい
きたいと思います。
また、社外取締役として、「投資家目線」を意識しつつ、これ
まで弁護士として得た知見や専門的な知識を活かしながら、
当社グループの業務執行を監査し、モニタリングのさらなる
向上に向けて貢献してまいります。「投資家目線」で捉えたとき
に、取締役会の議題の中で特に意識し、関心を持っているの
は、「中期経営計画」や「リスク投資案件（Ｍ＆Ａ、新規事業投資
等）」に加えて、最近ではより注目が集まっている「SDGｓに関
する取り組み」です。これら各議題について、取締役会において
建設的かつ実質的な審議を深め、成長戦略への効果的な後押し
ができるよう、社外取締役として引き続き尽力してまいります。
「2023中期経営計画」で掲げた「コア事業と新領域事業の
クロス成長」というコンセプトの下、当社グループが時代の流
れと向き合い、変化を恐れることなく社会が求めるモノづくりと
技術革新に挑戦し、今後も発展し続けることを期待します。

この度グローリー株式会社の社外取締役（監査等委員）に
就任いたしました。私は税理士として主に、グローバルグルー
プ企業に対する国際税務、国内税務コンサルティングやグ
ローバルエンプロイヤーサービス（GES）業務に携わってきま
した。これらの経験を活かしたガバナンス強化及びダイバーシ
ティ促進への貢献を期待されて社外取締役（監査等委員）に選
任されたものと認識しており、責任の重さに身の引き締まる思
いであります。
グローリーグループは、「長期ビジョン2028」として、「人と
社会の『新たな信頼』を創造するリーディングカンパニー」を
掲げ、グループが持つ幅広い分野における最先端の技術力で、
世界中の誰もが望む安全、安心、確実な社会の実現を目指して
います。また、2024年7月に予定されている約20年ぶりとなる
新紙幣の発行に向けて準備を進めているところであり、ステーク
ホルダーの皆さまにグローリーグループの事業活動を認知し
ていただき、より身近に感じていただけるステージになるもの
と期待しています。
社外取締役（監査等委員）として、初年度は、まずは、①ス

ピード感を持った正しい意思決定、②グローバル視点で活躍
できる人材の充実（採用、教育、ダイバーシティ）、③各国・各拠
点（リージョン）間のコミュニケーション強化、への取り組みが
しっかりとなされているかに特に注目し、取締役会における議
論の促進とその質がさらに高められるよう貢献してまいりた
いと思います。
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